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2005.12.09 土木学会地盤工学委員会斜面工学小委員会話題提供

斜面崩壊による労働災害の調査・分析

独立行政法人 産業安全研究所
National Institute of Industrial Safety

建設安全研究グループ
伊藤和也

Kazuya ITOH6

建設工事中の斜面崩壊による労働災害の年度別推移
（平成元年～平成13年，厚生労働省）

建設業全体
1980年代から1000人前後で横ばい，1996年から減少傾向

土砂崩壊災害
建設業全体と同様の傾向（80人 40人前後で推移）

斜面崩壊による災害
緩やかな減少傾向が見られるがあまり変化無し
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建設業全体の死亡災害
斜面工事中の死亡者
土砂崩壊による死亡者

はじめに
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斜面の切取り工事

道路拡張工事
急傾斜地対策工事
砂防ダム建設工事
土地造成工事 etc･･･

急勾配で斜面を切土
斜面の法尻を床掘りする

斜面が
不安定化

斜面崩壊により被災!!

工事中には・・・

崩壊の危険性が高い斜面を
安定化させるための工事
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斜面崩壊災害についての実態把握・防止対策
確立のための基礎データを得ることを目的に斜
面崩壊による死亡災害・重大災害の事例調査・
分析を行った

同種の災害が年間10件～20件発生している．

災害を防止するためには災害の実態把握が不可欠である

目的

本発表は，日本地すべり学会誌（http://japan.landslide-soc.org/）
“特集：切土法面の安定性”（ 2005年3月号（Vol. 41, No. 6） ）

に掲載されたものをまとめたもの

建設工事中の斜面崩壊による
労働災害を減少するためには？

本発表の中身

1.現状の把握
2.打開する対策
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調査対象および調査項目

調査対象

1989(平成元)年～2001(平成13)年の
13年間で道路拡張工事や砂防工事等

のための掘削により斜面が崩壊した死
亡災害および重大災害の中から詳細
を把握できた計121件を対象

調査項目

①工事・管理関係要素
工事規模，安全管理状況等

②災害発生状況
降雨との関連性，崩壊規模・形状，被災状況等

全体の約8割の災害について調査
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公共工事の災害 全体の7割
（国：地方＝1:9）

発注機関別災害件数

公共工事着工統計(国土交通省)

総工事費：（国：地方＝1：3~4)

地方公共団体が発注する小規模工
事での労働災害を抑制できれば，災
害は大幅に減少する可能性がある

発注機関別による災害発生状況

調査結果
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1219104112472計

409271210不明

31112億～

661億～2億

558000万～1億

336000万～8000万

111104000万～6000万

184142000万～4000万

35114623～2000万

計
不明
下請け

五次
下請け

四次
下請け

三次
下請け

二次
下請け

一次
下請け

元請け
下請け次数
請負金額(円)

工事規模別による災害発生状況

請負金額と下請け次数の関係

請負金額別 2000万円未満の工事での災害が全体の約3割

下請次数別 元請けの災害が全体の約6割
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工期別災害件数 災害発生時の作業人数

工期別分類 半年以内の工期での災害が全体の約7割

災害発生現場 1~4名の作業人数での災害が4割弱

①請負金額が低額，②工期が短い，③作業人数が少ない
小規模工事にて多く発生している
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工事種別による災害発生状況

斜面を安定化する対策工法

①擁壁工
②法面保護工

対策工事の種類別分類約7割が擁壁工による

工事中に発生

擁壁工・法面保護工
完成後には安定化

施工中の工程によっては
著しく不安定化する可能性

土砂崩壊の危険性についての概念図
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地山・法面掘削
床掘り

丁張り
床均し

型枠・組立・解体

ブロック積み

コンクリート打設

土砂埋め戻し

法面保護

写真撮影

重機運転 点検 整理
その他
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急勾配に切り取りした斜面近傍で行う作業での被災 45件

災害発生時の作業別分類（擁壁工に関して）

擁壁を施工するために行う掘削作業での被災 20件

不安定化している斜面近傍で作業を行わなければならない
擁壁工の施工法的な問題点
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被災者の属性について

被災者の年齢別構成 被災者の経験年数

年齢別構成 建設業就業者の年齢構成に比べて55～64歳の

被災者の比率が高い

経験年数 10年未満の労働者が全体の4割強を占めている
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中高齢層の被災者が多くなっているのは，
経験年数の浅い労働者が多く被災しているため

各年齢層で20代で建設業に従

事したと思われるピークが存在

55~64歳では経験年数5年

未満にピーク存在

被災者の経験年数と年齢層の関係
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窒息死
61件 (30%)

圧迫
35件 (17%)頭部損傷

36件 (18%)

骨折(頭部以外)
16件 (8%)

全身打撲
22件 (11%)

ショック死
8件 (4%)

胸部損傷
19件 (9%)

その他
5件 (2%)

窒息死
66件 (35%)

胸部圧迫
17件 (9%)頭部打撲

56件 (29%)

骨折
7件 (4%)

全身打撲
18件 (9%)

ショック死
4件 (2%)

内臓破裂
16件 (8%)

その他
7件 (4%)

被災者の死亡原因

前ら(1978)の研究（191人）

頭部損傷による死亡が減少
頭部保護が浸透?

前ら(1978)の研究に比べて・・・

窒息死が約3割，圧死が約1割
崩壊した土砂に生き埋め
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崩壊地山に関する分析

崩壊地山の地形的特徴

・　岩盤または堅い粘土からなる地山

・　その他の地山

労働安全衛生規則第356条 労働安全衛生規則第357条

・　砂からなる地山を手掘りによる掘削作業

・　発破などにより崩壊しやすい状態の地山
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労働安全衛生規則で定められている手掘りによる掘削面のこう配と高さの関係

安衛則のこう配と高さの関係に基づいてまとめると・・・
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121128205526計

2891396不明

43150m以上

3111
30m以上
50m未満

3211*51510
10m以上
30m未満

2713312 *7
5m以上
10m未満

241814 ***1
2m以上
5m未満

42**112m未満

計不明90°
75°以上
90°未満

60°以上
75°未満

60°未満

安衛則356条：手掘りによる法面高さと勾配 (1976年施行)
災害は機械による切土掘削施工がほとんど

崩壊斜面の高さ・勾配別分類

労働災害の発生頻度
60度以上75度未満

斜面崩壊の発生頻度
40度以上50度未満

自然斜面より
急勾配にするから
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労働災害の発生する
斜面崩壊は概して小規模

一瞬のうちに土塊の滑動が起こる小規模崩壊では，
法面付近で作業している労働者が避難する時間的余裕が無い
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崩壊規模（土量）別分類 崩壊土量50m3未満の
小規模な崩壊での被災が約6割

大規模な地すべり
変形が長期間にわたる

小規模な斜面崩壊
一瞬の土塊の滑動
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災害発生の3日前までに降雨があった事例が約6割（不明除く）

災害発生3日前までの降雨と斜面崩壊には関連性が高い

降雨時の作業や養生方法，
前日までの降雨による影響についての的確な判断が重要

当日降雨
40

(33%)

1～3日前降雨
20

(16%)

降雨無し
40

(33%)

不明
23

(19%)

降雨との関連性

災害発生時の降雨状況
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斜面切取り後から災害発生までの経過時間

切取り後50日以上 16件

・・・・地山の種類によっては固結土が極端に低下（膨張性岩）

切取り後 3日以内 25件・・・・法面付近での作業が多い

切取り後の斜面についても変化を注視することが必要
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まとめ-1

1989年～2001年の13年間で発生した建設工事中の斜面崩壊に
よる労働災害121件について，調査・分析を行った．

発注機関別の災害発生状況・・・

工事規模・・・

工費・工期・就労者数などがいずれも小さな中小規模の工事が

多い

約8割が地方公共団体発注の工事だった

工事種別の災害発生状況・・・

7割が擁壁工，2割が法面工にて発生している

被災時の作業件数として・・・

掘削作業中以外に急勾配に切り取りした法面付近で行う作業

中に被災する事例が多かった
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まとめ-2

被災者の死亡原因・・・

労働災害になる斜面勾配・・・

60度～75度の勾配にて多く発生していた．自然斜面では40度
～50度の勾配にて頻度が高いことから，急傾斜にて災害が発

生していることを示している

「窒息」「圧迫」が50%を占めている

崩壊土量・・・

50m3が全体の6割を占めており，小規模崩壊が多い

被災者の属性・・・

55歳以上の高齢層が過半数を占めている．経験10年未満の

労働者も多い

降雨と災害の関連性・・・

災害の約6割が災害発生3日前にまでに降雨があり，降雨と災

害の関連性は高い


